
一般にデジタル分光計等では、入力した時系列デジタル
信号をフーリエ変換し、得られたスペクトルデータを時
間積分することによって、データを欠損させずにデータ
レートを軽減し、かつ信号-雑音比を向上させて出力する。
しかし、分光点数を増加させるに伴って演算数も増加す
るため、一般に分光点数には限界がある。そこで我々は
フーリエ変換前に時系列データを積分できる手法を考案
し、それによって演算数を1/10程度に軽減できることを
示した。これによって、軽量かつ周波数分解能の高いデ
ジタル分光計を実現することを可能にした。

実装例：電波望遠鏡用デジタル分光計
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